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万
代
中
央
ふ
頭
（
音
楽
が
紡
ぐ
港
の
魅
力
発
信
）

　
万
代
中
央
ふ
頭
は
、
徳
島
市
中
心
部
に
近
く
新
町
川

下
流
の
優
れ
た
水
辺
空
間
に
位
置
し
、
東
西
約
50
0

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
大
規
模
な
倉
庫
群
が
立
地
し
て
い

ま
す
。

　
約
50
年
ほ
ど
前
に
は
港
湾
物
流
の
中
心
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
水
深
が
浅
く
、
大
型
化
す
る

船
舶
を
受
入
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
か
つ
て
の
活
気
を
感

じ
さ
せ
る
倉
庫
群
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
徳
島
市
中
心
部
の
近
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
気
も
少
な

く
近
寄
り
が
た
い
雰
囲
気
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
地
域

を
、
水
辺
の
魅
力
を
活
か
し
、
こ
こ
に
人
が
集
い
、
交
流
が

生
ま
れ
る
「
港
に
ぎ
わ
い
空
間
」
に
再
生
し
た
い
と
の
想
い

か
ら
、
新
し
い
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
最
初
は
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
人
気
の
少
な
い
さ
び
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
ま
ず

は
清
掃
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
民
の
関

心
を
喚
起
し
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
水
辺
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
水
産
市
「
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
有
志
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
万

代
中
央
ふ
頭
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会
の
「
万
代
中
ふ
頭
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
構
想
」
の
策
定
に
も
参
画
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
規
制
緩
和
に
よ
り
倉
庫
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
倉
庫
全
体
を
使
っ
た
展
覧
会
や
手
づ

く
り
作
品
を
集
め
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、「
新
し
い
水
辺
の
ま
ち
」
と
し
て
多

く
の
方
々
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
持
つ
専
門
的
知
識
を
活
か
し
な

が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
や
SN
S
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
、
効

果
的
な
広
報
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、若
い
世
代
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
青
年
部
も
発
足
し
、

幅
広
い
世
代
に
よ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

社
会
資
本
の
概
要

景
観
に
優
れ
た
水
辺
空
間
を
有
す
る
万
代
中
央
ふ
頭

取
組
の
背
景
、
取
組
概
要
と
創
意
・
工
夫

活
動
当
初
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
清
掃
活
動

年
に
１
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
」

「
万
代
中
央
ふ
頭
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
構
想
」
策
定
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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活
動
当
初
は
、
港
湾
区
域
の
規
制
に
よ
り
倉
庫
を
物
流
用

途
以
外
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
道
な
取
組
を

続
け
た
結
果
、
徳
島
県
に
よ
る
既
存
倉
庫
群
の
利
活
用
を
図

る
実
証
実
験
を
経
て
、
倉
庫
を
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
に
利

用
で
き
る
よ
う
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
多
く
の
倉
庫
が
様
々
な
用
途
に
転
換
さ
れ
、

人
気
の
な
か
っ
た
空
間
が
「
港
に
ぎ
わ
い
空
間
」
へ
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
の
お
祭
り
「
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、

今
や
名
物
と
な
っ
た
、
ラ
イ
ブ
音
楽
と
打
ち
上
げ
花
火
を
同
期
し

た
「
音
楽
花
火
」
も
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
開
催
日
数
も
増
や
し
て
い
ま
す
。「
音
楽
花
火
」
は
、
ラ
イ

ブ
演
奏
を
FM
放
送
局
か
ら
県
内
一
円
に
放
送
し
、
フ
ェ
ス
タ
会

場
の
万
代
中
央
ふ
頭
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
で
多
く
の
方
々
が
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
、

万
代
中
央
ふ
頭
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
ミ
ズ
イ

ロ
」を
制
作
し
ま
し
た
。

現
在
は
、「
ミ
ズ
イ
ロ
」を

携
え
て
、
全
国
の
み
な
と

ま
ち
を
音
楽
で
紡
ぐ
PR

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

所
在
地

　
　
徳
島
県
 徳
島
市
 万
代
町

活
動
主
体
及
び
連
絡
先

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ

　（
08
8-
67
9-
80
01
）

 　
　
H
P：
ht
tp
:/
/a
qu
ac
it
ta
.c
om
/

対
象
と
な
る
社
会
資
本

　
　
徳
島
小
松
島
港
万
代
中
央
地
区
（
万
代
中
央
ふ
頭
）

※
管
理
者
：
徳
島
県

活
動
の
成
果
や
波
及
効
果
等

前
回
受
賞
時
か
ら
の

活
動
の
発
展
内
容

ア
ク
ア・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
の
名
物「
音
楽
花
火
」

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ミ
ズ
イ
ロ
」
に
乗
せ
て

徳
島
県
 徳
島
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
 ／
 徳
島
県

受
賞
者

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ

 事
務
局
長
　
岡
部
　
斗
夢

コ
メ
ン
ト

　
受
賞
の
喜
び
を
メ
ン
バ
ー
と
共
に
か
み
し
め
て
い
ま

す
。「
手
づ
く
り
郷
土
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
20
17
」会
場
で
の
、

み
な
さ
ん
の
熱
い
想
い
に
触
れ
た
中
で
い
た
だ
け
た
「
グ

ラ
ン
プ
リ
」
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
更
に
頑
張
っ
て
、

メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
活
動
の
場
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

・
清
掃
活
動

・「
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催

・
倉
庫
を
活
用
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

・
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
に
よ
る
PR
活
動
　
な
ど

活
動
の
経
緯

平
成
17
年
　
N
PO
法
人
設
立

平
成
23
年
　
 徳
島
県
に
よ
る
「
港
に
ぎ
わ
い
空
間
創
出

実
証
実
験
」
開
始

第
二
倉
庫
　
ア
ク
ア
・
チ
ッ
タ
開
設

平
成
25
年
　
倉
庫
業
以
外
へ
の
規
制
緩
和
開
始

平
成
28
年
　
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ミ
ズ
イ
ロ
」
制
作

喜
び
の
声 徳
島
小
松
島
港
万
代
中
央
地
区

（
万
代
中
央
ふ
頭
）
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重
信
川
河
口
域
の
湿
地
環
境
保
全

～
高
校
生
の
取
り
組
み
～

　「
貴
重
な
干
潟
・
湿
地
を
守
り
た
い
」、
「
地
域
の
誇
れ
る

シ
ン
ボ
ル
を
残
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
活
動
を
始
め
、

干
潟
・
湿
地
の
保
全
・
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
初
期
の
段
階

か
ら
学
識
者
、
N
PO
等
、
行
政
、
大
学
生
と
と
も
に
、
ヨ

シ
原
再
生
事
業
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
高
校
生
自
ら
が
参
画

し
、
計
画
づ
く
り
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
ヨ
シ
の
移
植
作
業

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

ヨ
シ
原
再
生
事
業
の
着
手
後
、
D
-G
PS
を
用
い
た
河
口

域
の
植
生
分
布
調
査
、
干
満
に
よ
る
水
際
の
変
化
調
査
、

W
EB
カ
メ
ラ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
、
清
掃
活
動
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ヨ
シ
原
の
植
生
分
布
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
や
ナ
ヨ
ク
サ

フ
ジ
類
な
ど
の
外
来
植
物
の
分
布
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
駆
除

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
野
鳥
の
会
愛
媛
と
連
携
し
て
鳥
類
調
査
を
行

う
な
ど
、
活
動
の
幅
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
の
概
要

取
組
の
背
景
、
取
組
概
要
と
創
意
・
工
夫

河
口
ヨ
シ
原
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加

ヨ
シ
の
移
植
作
業
に
参
加

小
学
生
の
環
境
学
習
（
カ
ニ
の
観
察
会
）

重
信
川
河
口
域
 干
潟
・
湿
地
全
景

環
境
保
全
活
動
で
野
鳥
の
楽
園
と
な
っ
て
い
る
重
信
川
河
口
域

　
重
信
川
河
口
域
は
、
環
境
省
に
よ
り
「
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類

の
重
要
渡
来
地
域
」「
日
本
の
重
要
湿
地
50
0」
に
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
四
国
最
大
の
都
市
松
山
市
近
郊
に
お
け
る
優
れ

た
環
境
を
有
す
る
地
区
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
ヨ
シ
原
や
干
潟
の
減
少
な
ど
環

境
悪
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
学
識
者
、
N
PO
等
、

行
政
、
大
学
生
、
高
校
生
な
ど
で
河
口
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を

設
立
し
、
ヨ
シ
原
再
生
に
関
す
る
意
見
の
と
り
ま
と
め
、
住

民
参
画
方
法
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
等
に
つ
い
て
討
議
を
重

ね
ま
し
た
。
整
備
中
も
近
隣
の
小
学
生
や
地
域
住
民
等
が
参

加
し
て
ヨ
シ
の
植
栽
を
行
い
完
成
し
ま
し
た
。

　
完
成
後
、
定
期
的
な
河
川
清
掃
作
業
等
を
行
い
、
現
在
は

近
隣
小
学
生
の
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
チ
ン
グ
の
絶
好
の
場
と
し
て
、
多
く
の
愛

好
家
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
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愛
媛
県
 松
山
市
・
松
前
町

愛
媛
県
立
伊
予
農
業
高
等
学
校

伊
予
農
希
少
植
物
群
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
平
成
23
年
３
月
に
河
口
ヨ
シ
原
再
生
事
業
が
完
成
し
た

後
も
、
継
続
的
に
環
境
調
査
・
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
ヨ
シ
原
再
生
の
目
標
種
の
１
つ
で

あ
る
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
営
巣
も
平
成
26
年
に
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ヨ
シ
原
再
生
箇
所
に
お
い
て
、
愛
媛
県
内
で

絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て
い
た
陸
貝
「
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
」
の
生

息
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
成
果
は
地
元
紙

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
環
境
保
全
に
関
す
る
意
識
高
揚
に
も

繋
が
り
、
次
世
代
の
人
材
育
成
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地

　
　
愛
媛
県
松
山
市
、
伊
予
郡
松
前
町

活
動
主
体
及
び
連
絡
先

　
　
愛
媛
県
立
伊
予
農
業
高
等
学
校

　
　
伊
予
農
希
少
植
物
群
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
連
絡
先
(0
89
-9
82
-1
22
5　
顧
問
 玉
井
修
二
）

対
象
と
な
る
社
会
資
本

　
　
重
信
川
河
口
域

※
管
理
者
：
国
土
交
通
省
 松
山
河
川
国
道
事
務
所

活
動
の
成
果
や
波
及
効
果
等

『
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
』
の
追
跡
調
査

G
P
S
に
よ
る
ヨ
シ
の
植
生
分
布
調
査

重
信
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
説
明

重
信
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
発
表

定
期
的
な
清
掃
活
動

小
学
生
の
環
境
学
習
（
鳥
類
観
察
）

受
賞
者

愛
媛
県
立
伊
予
農
業
高
等
学
校

伊
予
農
希
少
植
物
群
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

顧
問
　
玉
井
修
二

コ
メ
ン
ト

　
こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
メ
ン
バ
ー
共
々
、

一
層
活
動
に
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
重
信
川
河
口
湿
地
に
は
豊
か
な
生
態
系
が
あ
り
、
環
境

教
育
の
学
習
の
場
と
し
て
最
適
で
す
。

　
今
後
も
20
年
、
30
年
と
続
く
よ
う
地
道
に
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

活
動
内
容

湿
原
の
保
全
・
再
生
・
調
査
活
動
、
清
掃
活
動
、
環
境
学
習
・

教
育
の
場
づ
く
り
　
な
ど 活
動
の
経
緯

平
成
16
年
　
会
の
設
立
。

干
潟
・
湿
原
の
保
全
・
再
生
活
動
開
始

平
成
20
年
　
河
口
ワ
ー
キ
ン
グ
に
参
画

平
成
23
年
　
河
口
ヨ
シ
原
調
査
開
始

喜
び
の
声

重
信
川
河
口
域


